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筏流しを再現

かつて川が主要な交通手段であ った時代、木材運搬に筏流しが盛んに行

われていました。

今年、全国川サ ミッ トの開催を記念して、当時の筏を再現しました。

スギ材を藤カズラと力、ンの木を用いて組まれた 6連の筏が、 9月10日、

約50年ぶりに肱川を下りました。
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人口 3,225人 (+8)

男 1,540人(+1) 

女 1,6 8 5人(+7) 

世帯数 1,059描 (+11)

（平成11年 8月31日現在）



前。⑨。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂函昌 (2)

第
八
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
．
m

肱
川
の
開
催
が
、
い
よ
い
よ
来

月
に
近
づ
い
て
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
と
お
り
、
十
月
十
五
日

（
金
）
か
ら
十
七
日
（
日
）
ま
で
の

三
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

今
月
号
は
、
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
内
の
皆
さ
ん
に
は
、
十
六

日
（
土
）
の
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
ヘ
の

参
加
を
ご
案
内
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
駐
車
場
は
肱

川
中
学
校
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

送
迎
バ
ス
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1日目

第 8回
10月15日（金）

「全国川サミ ッ トin肱川」 プログラム

日 時 内 合六 がヨ 所
16 : 40 受付

笏 参 加 者

16 : 30 平成11年度全国川サミット連絡協議会総会
風の博物館 ・参加自治体・肱川町

17:30 （閉会会場移動）
多目的ホール 約80人

18 : 00 歓迎会
・アトラクション（郷土芸能） 鹿 野 川 荘大広間

・参加自治体・建設省

20:00 （閉会）

．肱川町・町内関係者
約90人

2日目 10月16日（士）
8 : 30 
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14:00 
14:20 
14:30 

15:30 

17:10 
17:30 
17:40 
17:50 
18 : 30 

20:30 

肱JII流域視察

肱川町：鹿野川湖

受付

第 8回全国）11サミット in肱川 ヽンソポジウム

•主催者あいさつ

・来賓あいさつ

＊参加自治体紹介（スライド紹介）

*JIIの原簿整備事業成果発表

＊甚孤周請t浪{
関東学院大学教授宮村忠 ・テーマ「川上とこのかわしもや 月の友芭蕉」

＊パネルディスカッショソ／テーマ「美しい川を次代に引き継ぐために」

・コーディネータ ー 愛媛大学教授鈴木幸一

建設省四国地方建設局河川部長 佐藤直良

愛媛県土木部部長 山本雅史

三重県宮川村長 古澤雅之

南海放送アナウソサー 永江孝子

（社）大洲青年会議所坂本芳則

肱川町長大野和

＊作文・論文・フォ トコンテス トの表彰式

野村町：朝霧湖宇和町：宇和盆地大洲市：臥龍山荘長浜町：開閉橘

・参加自治体・肱川町

約75人

・パネリス ト

肱）11本流域

中野小学校体育館

＊サミット宣言

＊川 サミット旗受渡式

（閉会会場移動）

交流会

・アトラクション（郷土芸能）

（閉会）

風の博物館

多目的ホール

・参加自治体・流域自治体

・建設省•愛媛県・肱川町
•町内関係者・一般参加者

約400人

・参加自治体・流域自治体

・建設省•愛媛県・一般参

加者 約130人

3日目
8 : 4 0 

10月17日（日）
ドラゴンボート大会視察

J 11 
11: 00 解 散

鹿 野 湖
・参加自治体・肱川町

約70人

0
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会

開
催
場
所

決
行
）

〈
受
付
八
時
！
〉

■参
加
チ
ー
ム
募
集
！

＊

一
チ
ー
ム
十
人
（
女
性
一
人

含
む
、
中
学
生
以
上
）

＊
参
加
費
三
、

0
0
0円

（
一
チ
ー
ム
）

＊
賞
：
・
一
位
ー
三
位
ま
で
を
入

賞
と
し
ま
す
。
そ
の
他
、
飛
び

番
賞
、
特
別
賞
、
グ
ッ
ド
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ソ
賞
他
。

※
詳
し
く
は
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
問
中
開
催
イ
ベ
ン
ト

開
催
場
所
風
の
博
物
館

肱
川
バ
ネ
ル
展
示
（
歴
史
、
産

業
、
文
化
、
洪
水
、
等
）

流
域
紹
介
ピ
デ
オ
上
映

鹿
野
川
湖
（
雨
天

会場を飾る花の植付け



(3)前。③。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟

三
月
に
野
菜
の
生
産
グ
ル

ー

プ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は

町
内
の
野
菜
の
自
給
体
制
を
目

指
し
、
安
心
で
安
全
な
も
の
を

供
給
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨

で
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

現
在
二
十
一
人
の
会
員
で
す

が
、
野
菜
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ

り
を
も
ち
、
明
る
＜
楽
し
く
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

四
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
に
、

特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー
で
「
日
曜

市
」
を
か
か
さ
ず
に
開
い
て
い

ま
す
。
少
し
づ
つ
、
着
実
に
顧

客
も
増
え

て
お
り
、
安
さ
と
新

鮮
さ
が
人
気
を
呼
び
は
じ
め
て

い
ま
す
。

グ
ル

ー
プ
の
会
員
の
や
る
気

で
、
そ
の
広
が
り
の
輪
が
ふ
く

ら
ん
で
く
る

こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

肱
川
町
で
は
十
五

年
前
の
昭
和
五
十
九

年
度
か
ら
特
産
開
発

推
進
事
業
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
生
活
改

善
グ
ル

ー
プ
や
特
産

品
開
発
グ
ル
ー
プ
等
、

様
々
な
組
織
活
動
の

中
か
ら
素
晴
ら
し
い

特
産
品
が
開
発
さ
れ
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。
地
元

の
素
材
を
生
か
し
て
、

加
工

・
エ
夫
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
で
す
。

今
回
の
素
材
そ
の

安心安全野菜を提供します

安
く
て
新
鮮
安
心
野
菜
市

野
漿
づ
く
り
に
取
り
翻
も
う

（
 

も
の
を
生
か
し
た
野
菜
づ
く
り

の
中
で
、
会
員

一
同
意
欲
を
も

っ

て
そ
の
成
果
へ
結
び
つ
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
「
道
の
駅
」
の
計
画
が

策
定
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な

動
き
が
始
ま
り
そ
う
で
す
。

そ
の
中
で
、
野
菜
の
直
売
コ
ー

ナ
ー
は
―
つ
の
目
玉
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
か
ら

そ
の
準
備
を
始
め
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

日
曜
市
で
実
践
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

”
に
わ
と
り
が
先
か
卵
が
先
か

で
な
く
「
作
る
こ
と
が
先
だ
」
“

o

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ご
連
絡
は
、
ひ
じ
か
わ
特
産

開
発
セ
ン
タ
ー
（
6
3
4

—

2

2
4
4
)
ま
た
は
、
役
場
産
業

課
(
6
3
4
|
2
3
1

1
)ま
で

．．．．．． 

四
国
地
方
建
設
局
は
八
月
二

十
六
日
、
平
成
十
二
年
度
山
鳥

坂
ダ
ム
建
設
事
業
予
算
の
概
算

要
求
額
を
発
表
し
ま
し
た
。

金
額
は
十
億
二
千
万
円
で
、

昨
年
度
よ
り

二
千
万
円
（

二
％）

増
額
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
内

容
は
、
水
利
•
水
文
調
査
、
地

質
調
査
、
地
下
水
調
査
、
塩
水

遡
上
調
査
、
環
境
調
査
等
の
諸

調
査
の
実
施
と
な
っ
て
お
り
、

本
年
度
同
様
実
質
的
な
ダ
ム
事

業
促
進
予
算
と
は
な
っ
て
お
ら

ず
、
中
予
分
水
に
伴
う
調
査
に

重
き
を
置
い
た
、
当
町
に
と
っ

て
は
厳
し
い
予
算
だ
と
い
え
ま

す
。当

町
と
し
て
は
、
今
後
こ
の

予
算
に
よ
っ
て
中
予
分
水
が
ど

の
よ
う
に
解
決
さ
れ
、
ダ
ム
事

業
が
ど
の
よ
う
に
促
進
さ
れ
る

の
か
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

一
可
燃
ゴ
ミ
は
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
'
・

町
が
、
ゴ
ミ
処
理
を
委
託
し
て
い
る
内
山
衛
生
事
務
組
合
で
は
、

ゴ
ミ
処
理
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
方
は
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〇
燃
や
す
ゴ
ミ
は
、
指
定
の
ゴ
ミ
袋
で
指
定
の
収
集
場
所
へ
指
定
の

時
間
ま
で
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
残
飯
等
の
生
ゴ
ミ
は
、
堆
肥
化
を
行
い
、
プ
ラ
ン
タ
ー
等
の
有
機

肥
料
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

水
分
の
多
い
物
を
出
す
と
き
は
、
十
分
に
水
切
り
を
し
て
か
ら
、

中
身
の
見
え
る
袋
で
二
重
に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

0
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
等
の
不
燃
物
は
、
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

0
ポ
リ
容
器
類
、
ビ
ニ
ー
ル
等
は
、
小
さ
く
ま
と
め
て
燃
え
る
ゴ
ミ

と
一
緒
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
紙
お
む
つ
は
、
汚
物
を
取
り
除
い
た
後
出
し
て
く
だ
さ
い
。

～平成12年度概算要求～



前。＠。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟 (4)
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八
月
六
日
、
保
健
セ
ソ
タ
ー

で
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
笹
か
ざ

り
を
し
ま
し
た
。

喜
多
医
師
会
病
院
の
大
野
理

学
療
法
士

の
個
別
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
る
傍
ら
で
七
月
に
取
り
か

か
っ
て
い
た
か
ざ
り
つ
け
の
仕

上
げ
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
短

冊
に
願
い
事
を
書
く
人
、
花
を

折
る
人
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
輪
を

作
っ
て
い
く
人
：
・・:0

そ
れ
ぞ
れ
、
残
っ
た
機
能
で

で
き
る
こ
と
に
、
取
り
組
み
ま

し
た
。
笹
に
か
ざ
り
つ
け
を
し

て
、
完
成
し
た
時
に
は
、
皆
、

満
足
感
で

一
杯
で
し
た
。

「
お
年
寄
り
の
た
め
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
、
こ
の
ほ
ど

上
鹿
野
川
の
丸
山
ミ
ュ
キ
さ
ん

が
、
肱
流
苑
に
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

機
二
台
と
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー

一

台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

こ。t
 今

ま
で
に
も
多
く
の
機
器
を

寄
贈
い
た
だ
い

て
お
り
、
こ
れ

ら
と
合
わ
せ
丸
山
さ
ん
の
ご
好

意
に
感
謝
し
な
が
ら
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
来
ら
れ
る
皆
さ
ん
が
喜

ん
で
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
贈
し
て
い
だ
だ
い
た
丸
山
さ
ん

.,/'¥ 

＼
 

恐
言
＠

マ
ッ
サ
ー
ジ

窃
怨
姦
＠
｀
＠
＠

笹かざりの前で記念写真

肱
川
町
立
学
校
給
食
セ
ソ
タ
ー

に
、
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が

職
場
実
習
に
訪
れ
ま
し
た
。

実
習
に
訪
れ
た
の
は
、
松
山

東
雲
短
期
大
学
在
学
中
の
宮
川

由
起
子
さ
ん
（
大
谷
出
身
）
で
す
。

今
回
、
生
活
科
学
科
食
物
栄

養
専
攻
学
生
学
外
実
習
（
学
校

給
食
臨
地
訓
練
）
と
し
て
、
九

月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週

間
、
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

毎
日
の
衛
生
管
理
や
献
立
作

成
な
ど
給
食
セ
ソ
タ
ー
の
業
務

運
営
を
体
験
し
た
ほ
か
、
学
校

訪
問
で
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
合

い
な
が
ら
、
学
校
給
食
の
知
識

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

宮
川
さ
ん
は
、
意
欲
を
も
ち

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
資
格
を

取
得
し
、
み
ん
な
の
健
康
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

母
校
大
谷
小
学
校
で

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
給
食

（
左
か
ら
2
番
目
が
宮
川
さ
ん
）

給
食
セ
ン
タ
ー
で

栄
養
士
の
卵
が
職
場
実
習

0

犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
っ
て

く
だ
さ
い

Q

〇
散
歩
の
と
き
の
フ
ソ
の
後
始

末
は
飼
い
主
の
責
任
。
環
境

美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

0
犬
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〇
飼
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
引
取
り
を
し
ま
す
。

動
物
は
飼
い
主
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
動
物
を
飼

い
始
め
た
ら
終
生
、
愛
情
を

注
い
で
世
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

0

放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害
を

加
え
た
り
、
迷
惑
を
か
け
ま

す
。

10
月
は
、
犬
の
危
害
防
止

対
策
推
進
月
間
で
す
。

犬
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う



(5)前。＠。盤） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬

平成 11年
10月から 「要介護認定」の

申請受付がはじまります ー
・

介護保険のサービスの開始は平成 12年 4月1日からですが、

サービスを利用するために必要な、認定をうけるための申請受付

は、平成 11年 10月から始まります。介護を必要とする人は、

肱川町福祉課に申請をしてください。

なお申請受付は下記の日程により行います。

次の人が対象となります。

（
 

65歳以上の人
（第 1号被保険者）

40歳 ～ 64歳の
医療保険加入者

（第 2号被保険者）

｛，じ五9
日常生活を送るために介護や

支援が必要となった人

以上の人が、肱川町に申請をし、認定をうけた場合

に介護保険のサービスが利用できます。＜わしくは、

肱川町の福祉課までお問い合わせください。

申 菩
目

―――
I
D
 

受 付 日 程 表

10月 老人福祉施設等入所者（特老老健、療養型）

11月 現 ・在宅サービス受給者（ホームヘルプサーピス等）

12月 中央地区（肱栄～月野尾） ・岩谷地区

1月 宇和川地区（小畑井～中居谷）・予子林地区（柳～中津）

2月 大谷地区・その他一般

3月 その他一般

年をとったことによっておこ

る病気（＝特定疾病＊）が原

因で、日常生活を送るために

介護や支援が必要となった人

＊特定疾病とは：次の15の疾病が定められています。

①初老期の痴呆 ②脳血管疾患 ③筋萎縮性側索

硬化症 ④パーキンソン病 ⑤脊髄小脳変性症

⑥シャイ・ドレーガー症候群 ⑦糖尿病性腎症，

糖尿病性網膜症，糖尿病性神経障害 ⑧閉塞性動

脈硬化症 ⑨慢性閉塞性肺疾患 ⑩両側の膝関節

または股関節に著しい変形を伴う変形性関節症

⑪慢性関節リウマチ ⑫後縦靱帯骨化症 ⑬脊柱

管狭窄症 ⑭骨折を伴う骨粗鯰症 ⑮早老症



前。⑨。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂 躙 (6)

（
 

老人保健だより ）
 

平成10年度肱川町の老人一人当たり医療費 673,325円

平成10年度肱川町老人医療費総額は約 4億8,143万円で前年度に

比べて2,424万円の増、 5.3％の伸びとなっています。

医療費の財源
件 数 金 額

入 院 669 2億2,018万

診 療 費 入院外 9,432 1億8,928万

歯 科 396 839万円

調 剤（薬） 990 1,069万円

食 事 療 養 費 (642) 2,473万円

入 所 94 2,220万円
施設療養費

通 所 28 163万円

訪 問 看 護療養費 70 370万円

柔道整復・コルセッ ト 54 62万円

合 計 11,733 4億8,143万

1患者負担I

7.9% 
3,807 
＼万円

1公費負担I

30.9% 
1億4,854万円

｛胃悶言闘
町 2,476万円

i保険者拠出金I

61.2% 

2億9,482万円

・年平均老人医療受給者数

• 町一人当たりの医療費
・県平均一人当たりの医療費

715人

673,325円

811,051円

＼

ー

）

る
の

ぃ
険

てし
保

険

合

入
療
担

保

組

加
医
負

讐
麟
疇

（

ー

＼

掌
健
合
康
康

管
保
組
健
健

府
康
済
民
民

政
健
共
国
国

r
l
 医療費が増加すれば、保険税や一部負担金が引き上げられることになり、一人ひとりの負担の増加につ

ながってしまいます。

高齢になれば、だれでも身体の機能が低下し、病気にかかりやすくなるものです。病気の予防や健康づ

くりに取り組むとともに、上手な受診を心がけ、健やかな長寿社会の実現を目指しましょう。

I平成10年度老人医療費費用額 I

1.：嘉zi"1%

4.9% 0.8% 

□入 院

言叡、院外

□歯 科

[IIl[]調 剤

疇 食事療養

冒 施設療養費

□訪問看護

■＊現金支給

万円| 1人当り費用額の推移 I
70 

65 

60 

55 

50 

45 

40 

＊コルセット、柔道整復等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
（年度）

合`14;:I;：I;：I::I::I;:I;:I6:：I6::I:：:’



(7)前。③。砲 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 闊麟

「
尿
路
結
石
」
は
尿
の
通
り
道

に
結
石
が
で
き
る
病
気
で
、
激

し
い
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

小
さ
い
結
石
な
ら
、
水
分
を

十
分
に
と
る
こ
と
に
よ
り
、
尿

と
と
も
に
自
然
に
排
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

二
十
人
に

一
人
が
、
一
生
の

う
ち
に
一
度
は
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

激
し
く
痛
む
こ
と
が
多
い

尿
は
腎
臓
で
つ
く
ら
れ
、
腎

う
、
尿
管
を
伝
っ
て
膀
腕
に
溜

り
、
尿
道
を
通
っ
て
体
外
に
排

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
尿
の
通
り

道
で
あ
る
尿
路
に
で
き
た
石
を

総
称
し
て
「
尿
路
結
石
」
と
い
い

ま
す
。

結
石
が
な
ぜ
で
き
る
の
か
原

因
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ふ
だ
ん
水
分
の
と
り
方
が
少
な

い
人
や
、
偏
っ
た
食
生
活
の
人
、

痛
風
の
あ
る
人
な
ど
に
で
き
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

結
石
が
腎
臓
内
な
ど
に
あ
る

時
は
痛
み
を
感
じ
ま
せ
ん
が
、

尿
路
結
石
は
、
突
然
の
激
痛
発

作
で
わ
か
る
人
が
多
い
も
の
で

尿

路

結

石

す
。

こ
の
痛
み
は
「
胚
痛
発
作
」

（
さ
し
込
む
痛
み
）
と
呼
ば
れ
、

身
動
き
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
激

し
い
痛
み
を
伴
い
ま
す
。

尿
路
結
石
の
痛
み
は
、
結
石

の
あ
る
側
の
脇
腹
か
ら
下
腹
部

に
か
け
て
お
こ
り
ま
す
。
こ
の

痛
み
は
結
石
が
尿
路
を
通
っ
て

い
く
の
に
従
っ
て
下
へ
下
へ
と

移
動
し
ま
す
。

ま
た
肋
痛
以
外
に
も
、
鈍
痛

や
排
尿
痛
、
血
尿
な
ど
、
結
石

の
あ
る
場
所
に
よ
っ
て
痛
み
の

程
度
や
症
状
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。

尿
路
結
石
の
治
療

「
二
｛
三
か
月
た
っ
て
も
結

石
が
排
出
さ
れ
な
い
」
「
結
石

が
大
き
い
」
「
痛
み
が
続
く
」

な
ど
の
場
合
に
は
、
治
療
が
行

わ
れ
ま
す
。

▼
体
外
衝
撃
波
砕
石
術

体
外
か
ら
、
結
石
に
衝
撃
波

を
当
て
て
結
石
を
砕
き
、
尿
と

と
も
に
排
出
さ
せ
ま
す
。

▼
経
皮
的
腎
尿
管
砕
石
術

結
石
が
大
き
い
場
合
や
、
衝

撃
波
で
は
砕
け
な
い
場
合
、
背

あ
な

中
か
ら
腎
臓
に
孔
を
開
け
て
、

そ
う
に
ゅ
う

内
視
鏡
を
挿
入
し
、
レ
ー
ザ
ー

な
ど
で
結
石
を
砕
き
ま
す
。

治
療
の
際
に
は
、
腰
椎
麻
酔

が
必
要
な
た
め
、
二
週
間
!
-

か
月
ほ
ど
入
院
し
ま
す
。

▼
経
尿
道
的
尿
管
砕
石
術

尿
管
に
結
石
が
あ
る
場
合
に

行
わ
れ
ま
す
。
尿
道
か
ら
内
視

鏡
を
結
石
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で

送
り
込
み
、
結
石
に
レ
ー
ザ
ー

や
、
超
音
波
を
当
て
て
砕
き
ま

す
。
ニ
ー
五
日
ほ
ど
入
院
し
て

行
わ
れ
る
治
療
法
で
す
。

予
防
と
再
発
防
止
の
た
め
に

▼
水
分
を
多
め
に
と
り
、
体
を

よ
く
動
か
す

尿
路
結
石
が
で
き
た
人
の
約

半
数
は
、
十
年
以
内
に
再
発
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
尿
路
結
石
を
経
験

し
た
人
は
、
定
期
的
に
検
査
を

受
け
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活

で
も
予
防
を
心
が
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

尿
路
結
石
は
、
尿
中
の
成
分

が
結
晶
化
し
て
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
脱
水
状
態
に

な
っ
た
り
疲
労
な
ど
で
、

尿
が
濃
く
な
る
と
、
結
石

が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
尿
意
を
我
慢
す
る

の
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

水
を
多
め
に
飲
ん
で
、
尿

の
量
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

と
は
い
っ
て
も
、
無
理

を
し
て
ま
で
水
分
を
と
る

尿路結石の種類

尿通結石

（排尿痛、尿閉）

拿貨 t 古‘な立お庄誓 fこ：悶念喜む胃〗、：ドヵ存［： 
古旦具賃聡賃：碧贔を゜森喜えと且こ、拿五ルンて茶は

にろ排ば結しまの取‘ を な め ‘ な れ 制 事 ウ
も竺あ

しか出自石ます原す力 保食にカ
か

りは限にム
まらを然がし゜因るル つ事もルま‘す含結ぃ

ま？； 
し体促排再ょ結にカシ ほを‘シせ尿るま石 け

せ

ょをす出発う石なルウ う心カウん路人れを：い合
うよたさし°がるシム ががルム゜結もる防 に
°くめれて あとウ製 大け、ン不 石い力ぐ合飲五
動にまも るいム剤 切 ‘ウ 足 のまルた ど後

― _-:----No.〈ホ泊為切っ“”テ＞會
松 しす好てば
田 まど°ぎ遊遊い毎は

すう でぶん食旦じ
°ぞ ‘こでべ冗め
よ 活といて気ま
ろ 発なま ‘v~ し
し ならす歌:,--‘て
く 女何°つ飯゜
おのでてを
願子も踊い
いで大つつ

｀ 尿管結石

（征痛発作 ）

膀肪結石

（排尿痛、鈍痛）

尿道

と

も

き

朋
樹
ち
ゃ
ん（

市
之
畦
）
＇

平
成

9
年

6
月
6
日
生

2
歳
3
カ
月

お父さん
勉さん

お母さん

恵さん

は
じ
め
ま
し
て
、
朋
樹
で
す
。

僕
の
日
課
は
、
近
く
の
工
事
現

場
に
大
好
き
な
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

を
見
に
い
く
こ
と
で
す
。
毎
日

楽
し
く
元
気
い
っ
ば
い
遊
ん
で

い
ま
す
。

お父さん
壽男さん

お母さん
美子さん

ふ

み

の

久
保
文
乃
ち
ゃ
ん
（
白
石
）

平
成

9
年

6
月

4
日
生

2
歳

3
カ
月

l
````
‘i.t̀‘
ヽヽ
・り`
り

't‘‘‘‘‘‘



前。＠。涌） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂領昌 (8)

国民健康保険だよ り

交通事故のときも国保へ届け出を
璽璽璽璽璽璽璽璽璽璽躙璽霞璽璽璽璽璽璽冒冒冒璽冒胃●璽冒璽冒雪霞璽 闘

交通事故など、第三者の行為によって傷

病を受けた場合も、国保を使って治療を

受けることができます。
一
ァ`〗

2:.:. -....,`_,,,....,.~ 

:／／ 
事故証明書印かん

［ 
国保で治療を受ける場合、国保への「第三者行為による

傷病届」が必要です。

この届け出がないと、国保が使えないことがあります

ので、交通事故にあったらすぐ警察に届け、事故証明書

をもらうと同時に、国保担当の窓口への届け出を忘れず

にしましょう。

●必ず 届 け 出 を ● ］
 

［い医療費負担は加害者の責任'

第三者の行為によって受

けた傷病の医療費は、原

則として加害者が全額負

担すべきものです。した

がって、国保で治療を受

けると、国保は加入者の

医療費を一時的に立て替

え、あとから加害者に費

用を請求することになり

ます。

/

-

●示談は慎重に●

国保に届け出る前に、加

害者から治療費を受け取っ

たり、示談をすませてし

まうと、国保が使えなく

なることがあります。

示談を結ぶ前に、必ず

国保へご相談ください。 曰

＼

＿
 

自賠責保険との
関係は？

自動車事故の場合、自賠責保険（自動車損害賠

償保障法による保険）か国保か、どちから一方

を選んで治療を受け ｀ ` 
ることになります。

c,..戸゚
ただし、自賠責保険

の場合は支払われる

損害賠償金額に限度

があります。

: 
保 険 診 療
（保険証の提出）

「第三者行為による
傷病届」の提出

保険診療費用は保
険者が代位請求

＼

ー

）

よ
償

療

る

し

診
に賠

費

麟

闘
（

ー

＼

自

自

言



(9)前。⑨。雅） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります (IBJ民憲章） 饂謡忌

合併処理浄化槽の仕組み

（合併処理浄化槽〕（贄開贔論ぶ‘晶昆嵐皐『り

●補助金制度があります

（申し込みは役場環境衛生係）

れの量

汚れの量27グラム

◇気になる補助金制度について…

設置する合併処理浄化槽の規模ごとに決まっており、本年度は下記の様になっております。

＇規模 1 5 人槽 1 6~7人槽 1 8~10人槽

補助額 354,000円 411,000円 519,000円

: 町
で
は
、
し
尿
と
生
活
雑
排

水
を
合
わ
せ
て
処
理
す
る
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
家
庭

に
補
助
金
を
交
付
し
、
河
川
浄

化
や
環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま

す。
平
成
十
二
年
度
に
補
助
を
受

け
て
設
置
す
る
方
は
、
十
月
二

十
一
日
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
町
民

課
環
境
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

6
3
4
|
2
3
1
1
 

（
内
線
2
2
0
)

国
民
年
金
は
保
険
の

一
種
で

す
か
ら
、
原
則
と
し
て
自
分
が

納
め
た
保
険
料
つ
ま
り
納
付
期

間
に
応
じ
て
将
来
受
け
取
る
老

齢
年
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
に
は
加
入

す
る
こ
と
が
前
提
で
す
が
、
日

本
に
住
ん
で
い
る
方
は
、
国
民

年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
と
な

る
自
営
業
者
、
農
林
漁
業
従
事

者
、
学
生
及
び
無
職
の
方
な
ど

で
、
次
の
第
二
号
被
保
険
者
や

第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な

い
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

方
、
第
二
号
被
保
険
者
と
な
る

会
社
や
官
公
庁
等
に
勤
務
し
、

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
る
方
、
第
三
号
被
保
険

者
と
な
る
第
二
号
被
保
険
者
の

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
被

扶
養
配
偶
者
の
方
は
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
れ
以
外
の
方
で
も
、
希
望

す
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
し
、

被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納

め
、
将
来
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
や
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
の
に
必
要
な
期
間
を
補
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

一、

日
本
に
住
む
六
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
方

二
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
年

金
を
受
け
取
る
た
め
の
必
要
な

年
数
を
満
た
せ
な
い
方
で
、
七

十
歳
ま
で
の
間
に
必
要
年
数
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
る
昭
和
三

十
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方

三
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
六
十
歳

未
満
の
方

四
、
外
国
に
住
む

二
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を

有
す
る
方

は
任
意
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
は
、
加
入
の
申

込
み
を
し
た
と
き
か
ら
、
や
め

る
申
し
出
を
し
た
と
き
ま
で
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
さ
か
の
ぽ
っ
て
加
入
す
る

こ
と
は
で
ぎ
ま
せ
ん
。

希
望
者
は
、
加
入
手
続
き
を

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

【
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口

へ】

国
民
年
金
の

任
意
加
入
を
ご
存
じ
で
す
か

十
月
十
七
日
し
二
十
三
日

総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制

度
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
そ

の
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
本

年
は
十
月
十
七
日
（
日
）
か
ら
二

十
三
日
（
土
）
ま
で
の
一
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、

全
国
的
に
各
種
の
行
事
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

当
町
で
は
、
総
務
庁
長
官
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員
が
、

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開

設
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
肱
川
町
で
は
、
毎
月

五
日
の
心
配
ご
と
相
談
と
併
せ

て
行
政
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
予
定
ど
お
り
十
月
五

日
（
火
）
に
開
設
し
ま
す
。

一

日

時

十

月

五

日
（
火
）

午
後

一
時
三
十
分
ー

午
後
四
時
三
十
分

二

場

所
肱
川
町
公
民
館

青
年
室

三

行
政
相
談
員

福
田
保
（
下
鹿
野
川
）

四

相

談

例

道
路
、
交
通
安
全
、
登
記
、

郵
便
、
消
費
生
活
、
社
会
福
祉
、

公
害
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
菩
に

関
す
る
意
見
・
要
望
な
ど

秋

の

行

政

相

談

週

間



前。③。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂怨忌 (10) 

“身近にある物品が応急手当に’'活用できます。
ステッキ み

な
さ
ん
、
あ
な
た
の
家
族

や
職
場
の
同
僚
が
急
に
目
の
前

で
倒
れ
た
と
き
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
間
あ
な
た
は
適

切
な
応
急
手
当
が
で
き
ま
す
か
。

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
の
「
空
白
の
時
間
」
に
適

切
な
応
急
手
当
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
、
傷
病
者
の
救
命
や
症
状

の
悪
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

9
月

9
日
は

身
l

「
救
急
の
日
」

三 ―-□ 
坂‘

巴
ミ、C:¥

:布 コウモリ傘 段□三喜
くる 及チたた方も
だ 場 救 啓 フ の め 法 多 川
さ合急発レ愛にをく上

大いは法に 1 す → 身 の 支
云洲°‘講努ズる救に方署
3消 お習めに人えつ々で
4防 気会て応をまけには
I署 軽をい急←すて応‘
2川 に希ま手をかい急ひ
8 上 ご望す当キ‘た手と
5支 相さ°のヤあだ当り
1署 談 れ 普 ッなくの で

川上支署

財
団
法
人

四
国
電
気
保
安
協
会
大
洲
支
所

T
E
L
2
3
|
5
0
1
2
 

ぬ
れ
た
手
で
、
ソ
ケ
ッ
ト
、

ス
イ
ッ
チ
や
プ
ラ
グ
な
ど
に
触

れ
る
と
、
感
電
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
電
気
は
湿
気
の
多

い
場
所
や
ぬ
れ
た
と
こ
ろ
は
通

り
や
す
く
、
大
変
危
険
で
す
。

炊
事
し
て
い
て
電
気
器
具
を
扱

う
と
き
は
、

「
必
ず
乾
い
た

タ

オ
ル
で
手
を
よ
く
拭
い
て
か
ら

・
:
」
是
非
こ
ん
な
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

¥ I 

――’ 高齢者の人権問題に関する
1 2時間電話相談

相談 内容

日 時

電 話 番 号

相談担当者

催

高齢者の扶養、介護、独居、社会

参加等高齢者の人権問題に関する

あらゆる相談

（無料・秘密厳守）

平成11年 9月30日（木）

午前 9時～午後 9時

フリーダイヤル

松山地方法務局

委員連合会

0120ー 025-550

弁護士や僧侶、教育者等多種の経

験をもつ人権擁護委員、法務局職

員

主 愛媛県人権擁護

慟くあなたに確かなささえ労働保険
10月は労働保険適用促進月間

労慟省では、 10月を「労慟保険適用促進月間」と定

め、全国的に労慟保険（労災保険・雇用保険）の未手続

事業場の解消に努めています。

加入手続をされていない事業主の方は、

続きを済ませてください。

お早めに手

労働保険についてのご相談•お問い合わせは

ハ幡浜労働基準監督署 TEL0894(22) 1750 

大洲公共職業安定所 TEL0893(24)3191まで

●
愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、

十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

●
こ
の
決
定
に
よ
り
、
十
月
一
日

以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う

賃
金
は
、
一
日
四
、
八
＿
三
円

（
一
時
間
六

0
二
円
）
以
上
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
細
等
の
お
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
労
働
基
準
局
賃
金
課

6
0
8
9
|
9
3
4
|
5
2
0
0
 

又
は
、

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

6
0
8
9
4
|
2
2
1
1
7
5
0
 

最

低

賃

金

改

正

の

お

知

ら

せ



(11)前。③。座） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 靡瞬

募 OO匡］
そよ 風 の 会

（精神保健関係）

精神疾患には、「遺伝・治らない・危険」といっ

た誤解や偏見があります。こうした偏見をとりは

らうためにも、精神疾患や障害に対する正しい知

識を身につけることが大変重要です。そのための

勉強会や福祉制度を学んだりしています。

他人には言えない悩みを家族同志で語りあい、

互いに励ましあい、助けあっています。

肱川町では、奇数月に保健セソターで勉強会を

実施しています。保健セソターで一緒に勉強しま

せんか。

受購してみませんか

‘-^ 

くらしの講座

開催月日 テーマ・内容 講 師

10月5日
ガーデニングの楽しみ方

県花き総合指導セ

（火）
ンター

10月12日
くらしの中のマナー 全家督日本作井法関智会子

（火）

10月26日
電気の安全で上手な使い方 松営臼止山業小倉支開屯発）店J実（課株長） 

（火）

11月2日
遺伝子組み換え食品 緯消晨費的消者早障費指省技導l!I岡術官由セ』農ン林ター

（火）

11月9日
契約のはなし

弁護士

（火）
三井康生

11月16日
これからのくらしを考える

県生活文化部

（火）
女性局生活課

11月30日
お葬式のはなし

県葬祭事業協同組

（火）
合

12月7日
自己責任の時代と資産運用

県貯薔生活設計

（火）
推進員正岡啓

12月14日
経済事犯の実態

県警察本部

（火）
生活保安課

12月21日 石田料理教室

（火）
おせち料理 校長石田信枝

受講料は
無料です

開催時閂
場所

13: 30~15: 30 
松山市山越 生活センター研修室
（女性総合センター3F) 

詳しくは保健センター834-2340まで

区］匠］匡］す
歯科保健講習会

在宅で、療養されておられる方、その家族

の方、興味のある方、口腔のケアーについて

学習してみませんか！

1. 

．
．
 

2

3

 

4. 

5. 

日

場

内

講

程

所

容

師

その他

10月14日（木）

13時30分～15時

肱川町保健セソター 2階

講話「在宅療養者の口腔ケアー

について」

実習も行います。

大洲保健所

松田智子歯科衛生士

不明な点がありましたら、保健

セソター(34ー 2340)までご連絡

くださし ‘o

平
成

11
年
度
母
子
家
庭
・
一

一
寡
婦
自
立
促
進
講
習
会

〈
科
目
〉

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
養
成
研
修

(
3
級
課
程
）

〈
講
習
期
間
〉

平
成

11
年

10
月
2
0
日
（
水
）

i12
月
1
6
日
（
木
）
ま
で

(
9
日
間
・

10
月
2
8
日
以
降
は

毎
週
木
曜
日
）

午
前
9
時
？
午
後
5
時

〈
対
象
者
〉

母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦

年
齢
は
お
お
む
ね

45
歳
ま
で

〈
受
講
料
〉
無
料

〈
場
所
〉
八
幡
浜
地
方
局

〈
お
申
し
込
み
〉

役
場
福
祉
課

地
方
消
費
者
講
座

1

物
価
教
室

平
成

11
年

10
月
21
日
（
木
）

午
後
1
時
3
0
分

t
3時

八
幡
浜
地
方
局
中
会
議
室

講
演
「
く
ら
し
と
経
済
」

松
山
短
期
大
学
教
授

正

岡

啓

先

生

2

現
地
研
修

平
成

11
年
10
月
22
日
（
金
）

午
前
8
時

t
午
後
6
時

見
学
先

日
本
銀
行
松
山
支
店

サ
ソ
ラ
イ
ズ
糸
山

日
本
食
研
株
式
会
社

＊
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

＊
参
加
料
は
無
料
で
す
。

*
1
0
月
4
日
ま
で
に
役
場
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、0し

R⑩⑥R  
生殖補助医療技術の発達に伴い、不妊治療は近年飛

躍的に進歩しました。

不妊医療に伴う多大な負担を軽減するために、高度

生殖医療（体外受精・胚移植）に対し、 1/3の補助がで

ます。（限度額10万円）

補助を希望される方は、保健センターまでご連絡く

ださい。



前。③。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂 瞬 (12) 

9 ふれあい文化講演会の開催について ： 
四国電力（株）宇和島支店、大洲市、大洲市教育委員会、の共催により、下記により「ふれあい文

化講演会」を開催しますので、ふるってご応募ください。

．
．
．
 

1

2

3

 

日

場

講

時

所

師

開演／18時20分

4. 応募方法

記

平成11年11月 5日（金） 開場／17時50分

大洲市民会館大ホール（大洲市大洲891-1)

デーブ・スペクター（放送プロデューサー・タレソト）

演題：ぼくの不思議の国ニッポソ

①入場無料、募集人員1,000人

②入場整理券をご希望の方は、往復ハガキ (1枚に 1名）に、住所、氏名、年齢、職業、

電話番号をご記入のうえ、下記へお申し込みください。

③〒795-0052 大洲市若宮535-2 四国電力（株）大沙廿営業所

「ふれあい文化講演会」事務局

(TEL : 070ー 5980-6959、070-5980ー 6941)

④応募期間

平成11年10月 1日～10月15日の間にハガキを投函してください。10月下旬、当選者

宛に返送します。

無料司法書士法律相談所の

開設について
愛媛県司法書士会では、松山公証人会及び愛媛県

土地家屋調査士会と共催で10月 1日から、法の日の

週間行事として無料司法書士法律相談所を開設しま

す。
相談内容は、不動産の相続、売買、などの登記に

関するもの、供託の手続きに関するもの、訴訟手続

き（書類作成等）に関するもの、及び公正証書の作成

などを中心に関連するさまざまな相談もお受けしま

す。
日時

場所

10月2日（土）午前10時から午後 3時まで

大洲市民会館第 2会議室

なお相談場所等のお問い合わせは

愛媛県司法書士会(TEL 089-941-8065) 

又は愛媛県司法書士会大洲支部

(TEL 0893-22-3972)へ

大事な契約や遺言などは公正証書に
10月1日～ 7日は「公証週間」です。

公証役場をご存知ですか。公証役場では、当事者の依頼に

より、金銭の貸借、不動産の売買・賃貸、損害賠償や慰謝料

の支払いなど各種の契約書（公正証書）を作成しています。公

正証書には、判決書と同様に、差押えや取立ての効力があり

ます。遺言書も公証役場で作成しておくと、家庭裁判所の検

認という手続きを受けることなく効力が認められます。その

ほか、会社の設立のための定款や私署証書の認証、確定日付

の付与などの事務を行っています。

法律行為の確実を期すためには、公正証書を作成したり、

認証を受けることをお勧めします。

公証役場では、いつでも公正証書に関しての法律相談を行っ

ており、相談は無料です。

〇問い合わせ先

八幡浜公証役場 〒796-8002
名 0894-22-2070

八幡浜市広瀬1-7-6

ハローワーク武淵からのお鋤ら営
「時は今 継続雇用の65歳」

事業主の皆さん

10月は「高年齢者雇用促進月間」です。

高年齢者の方を一人でも多く雇用しましょう。

高年齢者の方をハローワークの紹介で雇用され

た場合は、助成金が支給されますのでご活用くだ

さい。

詳しいことはお気軽にハローワーク（安定所）ま

でお問い合わせください。

ハローワーク大洲

（大洲公共職業安定所）TEL24-3191 

防災行政無線戸別受信機
乾電池の交換について

0一年に一度は新しい乾電池と取り替えてください。（乾電池

単 2形 X4個）

0使いきった乾電池はすぐに取り出してください。そのままに

しておくと液漏れをおこし、故障の原因となります。 ＇ 

0乾電池ラソプが点滅したときは、新しい乾電池と交換してく

ださし ‘o

0充電しないで正しく使用してください。

O①とOを正しく入れてください。 • 
0長期間家を空ける時は、乾電池を抜き電源を落としておいて

くださし‘o

なお、詳しいことは、役場風おこし課までお問い合わせくだ

さし‘o



(13)前。c。座） 租◎ 饂癖忌

平成10年度共同募金受入状況

共 同 募 金 単位：円

種 別 金 額

戸別募金 486.484 

街頭募金 36, 197 

学校募金 79.915 

職域団体募金 153,234 

大口募金 150,000 

合 計 970,830 

歳末たすけあい募金単位：円

種 別 金 額

戸 別募金 502.940 

篤志募金 23,519 

合 計 526.459 

赤2
 

共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
「
助
け
合
い
」
と
い
う
言
葉
が
、

今
ま
た
よ
み
が
え
っ
て
い
ま
す
。

孤
独
を
感
じ
、
心
の
ふ
れ
あ
い

が
求
め
ら
れ
て
い
る
人
も
い
れ

ば
、
お
互
い
助
け
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
々
も
い
ま
す
。

今
、
あ
ら
た
め
て
「
助
け
合
い
」

の
共
同
募
金
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。

運
動
期
間
10
月
1
日
し

12
月
31
日

今
年
も
十
月
一
日
よ
り
十
二

月
三
十

一
日
ま
で
赤
い
羽
根
募

金
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
内

の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
善
意

の
募
金
は
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

・

障
害
者
へ
の
援
助
、
施
設
や
病

院
で
の
長
期
療
養
者
へ
の
見
舞

い
等
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
部
落
長
さ
ん
を
通
じ

て
戸
別
募
金
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い

羽

根

募

金

社゚
協
た
よ
り

肱川町社会福祉協議会

8 (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

共

栄

中

野

晃

様

嘉

城

中

岡

明

様

]“”とのふれあい事業開催
身障者更生会-

とさ間岸にれ たこ 十窓 たな でビ を伊 二 行をと更肱
‘れ半沿よるんに五ょ後ど原ジ見方十い八の生 川

近て程いる三ょ働年り‘の子夕学 原 六 ま 月 ふ 会 町
年いかをと浦 L_° き前見発説炉 1 し子人し 三 れで身
にたけ片当さ にま邑電明のズ まヵがた十あは体
おとて道時んと来で、所をしハし発参。

加ム
ーい健障

けの通二は°言よは→を受くウた電 云日事常害
るこ勤時海話わつこ二車けみス°所、員に業者者

社
会
福
祉
協
議
会
へ

こ

芳

志

建
設
業
界
の
進
歩
に
感
心

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

三
崎
港
前
の

「
清
海
」
で
昼
食
を
と
り

ま
し
た
。
そ
う
何
度
も
は

食
べ
る
機
会
の
な
い
海
鮮

料
理
に
舌
鼓
を
打
つ
人
も

あ
り
ま
し
た
。

昼
食
の
後
は
、
三
崎
の

突
端
へ
向
け
て
再
出
発
で

す
。
突
端
手
前
の
駐
車
場

か
ら
、
灯
台
ま
で
片
道
約

二
十
分
も
あ
る
小
道
を
歩

か
れ
た
人
も
何
人
か
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
海
を
眺

め
十
分
に
満
喫
し
た
後
、

U
タ
ー
ソ
し
三
崎
町
の
漁

師
物
語
、
伊
方
町
の
き
ら

ら
館
を
経
由
し
、
新
し
く

出
来
た
保
内
町
の
替
女
卜

ソ
ネ
ル
、
喜
木
津
ト
ソ
ネ

ル
、
磯
崎
ト
ソ
ネ
ル
を
潜

り
長
浜
町
を
通
り
、
一
行

は
帰
り
の
行
路
と
な
り
ま

し
た
。夏

休
み
期
間
中
で
も
あ

り
、
多
く
の
見
学
者
が
来

場
し
て
お
り
、
多
さ
ん
の

ふ
れ
あ
い
が
出
来
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

又
来
年
も
よ
い
ふ
れ
あ

い
が
出
来
る
よ
う
計
画
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

思 わ ず舌鼓…... 伊方町きらら館にて



前。③。座） 屁 UJ) 醐瞬 (14)

1 事業の概要
平成11年度 6月の県補正予算において、高齢級の森林を対象とした県単独の間伐事業

が予算化されました。
この事業は、県と市町村が事業実施主体に対し、標準単価 (280,500円）の10/4（約

112,200円）を補助する事業です。

2 事業内容

①対象齢級 31年生～50年生(VII齢級～x齢級）

②標準単価 280,500（円／ha:林内集積までの経費）

③補助率 県2/10, 市町村 2/10 

3 事業採択の基準
① 1施行地の面積が、 0.lha以上の場合が対象です。

②緊急に間伐の実施が必要な林道より概ね300m以内の施行地が対象です。

③森林セット保険に加入する必要があります。

4 その他
詳細については、肱川町森林組合又は、林業改良指導員渡邊までお問い合わせ下さい。

間伐推進緊急対策事業 20ha 31,....__,50年生対象

11年度事業別間伐予定面積 流域森総 lOOha 11,....__,35年生対象

水源林整備事業 30ha 大谷水源林対象

森
林
組
合
だ
よ
り

9
 

**＊間伐をドンドン実施して、立派な山にしましょう！ ＊ ＊ ＊ 

,-----------------------------------------~-------------------ヘ！巳三二三置 --い--~ I 
• ！ 

-＝ _ ＿,＿., -•=•『―- - 椎茸市況． i 
! -` `  -- - .， ＇―̀ -- - ---=-- ！ 

！ ！ 

！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I t 

i ! 

！ 県森連 市況
！ 平成11年 8月27日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I : 

！ 大洲木市 （単位面当り：円） 市売日• • •平成11年 8 月 23 日 ！ 

！ 
市売数呈・・・1,040ケー ス 17,410kg f 

！ 長さ末口径
スギヒノキマッ 平均単価 2,899円

！ 直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価 i 

ヽ
ヽ 8 cm下本 410本 289本 593本 429 銘柄 価 格相場銘柄 価 格 相場’

l g cm上本 445本 408本 653本 こうこ 6,500 ~7,890 強特用大 2,400~ 3,400 弱 ！

: 4 m l3 cm上19,30019,200 35,100 27,800 18cm上20,000 大 厚 5,000~ 6,500 保特用中 3,000~ 3,500 弱 ！ 
i I -I!~ cm上18,60012,500 36,500 32,800 4cm上24,000 9 
, 24 cm上18900 13 900 38 500 32 800 30cm上34000 ! 中 厚 6,500~ 7,700 強特用中小 3,000~ 3,500 保

! 
' 8 cm下本 206本 本 268本 212 中小厚 4,800~ 6,000 強特用小 2,600~ 3,400 保 ？ 

9 cm上本 303本 本 444本

！ 
小 厚 3,500~ 4,500 保大パレ 1,500~ 2,500 弱 ， 

3m 
11 cm上13,7001 122,550 ; 13 mlt~: 上 24,100 16,500 35,100 27,200 18叫 18,000 大 ウ ス 3,000~4,500 弱中パレ 1,600~ 2,800 弱 i 

ヽ 18 cm上23,100I 18,000 I 35,000 I 30,600124cm上20,000 中ウス 3,300 ~ 4,800 弱 中 小 パ レ l, 200 ~ 1, 600 蒻 ！、

ヽ
2 4 cm上18,900I 13,100 I 29,200 I 26,000 130cm上23,000 中小ウス 2,600 ~ 4,300 保小パレ 700 ~ 1,000 弱 ！ 

！ 
7 cm下 本 本 本 一 本一

2m 8 cm上本一 本 一 本 ＿ 本 一 小 ウ ス 2,600~ 3,500 保変形 2,000~ 3,500 弱：， 
! I""... 116 cm上 13叫 ジャミ 1,500~ 3,200 保色悪ウス 1,000~ 2,000 弱

! 30 cm上 30cm上’どんこ大 6,500 ~ 7,600 強色悪パレ 300 ~ 800 蒻

! l6m 14 cm上2s,200124,800l66,500l53,ooo
18 cm 24 600 20 800 60 000 55 300 どんこ中 5,000 ~ 7,000 保 4粒立ドンコ • ~ i 

! 、特選 どんこ小 4,500~ 5,500 保スライス 1,100~ 4,200 保 i
！ 足 場 1m当たり円～円 概況依然としてパレ～格外が主体の市売。（約50%）香信上物～厚物系は高水 ' 

i 
天候不順の影響で原木不足が生じ売行き良好。 準で推移しているが、全体的にはやや弱気配。特にバレ～色悪・色落ち

備考 全般に強保合。間伐を推進しよう。 系は弱い。
！ 

t_＿---------------------------」
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‘ 

山行苗木の注文について

(1) 注文書•••部落長に配布依頼済み

(2)締切り 10月15日

電話でも注文結構です。

ケヤキ苗等もあります！

伐採の届け出及び伐採許可

申請について

椎茸原木や造林等での伐採の時期が近

づいてきました。森林法により伐採する

時には、伐採の届け出や保安林では伐採

許可の申請が必要です。

(1)地目が山林の場合・・・

伐採する30日前までに伐採の届け出が

必要

チェンソー、枝打機、刈払機
無料点検の実施

(2)保安林の場合・・ ・

伐採する前に伐採許可の申請をして許

可を受けてから伐採し、完了後は伐採済

の届け出が必要です。

申請のない場合は造林補助金の交付及

び下刈り補助の交付が受けられません。

森林組合へ連絡して戴ければ代理申請

致します。

木を伐採する時には森林組合へ早めにお知らせ下さい。

本年もチェソソ ーの使用時期がやって参りま

す。森林組合ではメーカーの御協力を得て、チェ

ソソー（スチール、ゼノア）、枝打機、刈払機

（ゼノア、カーツ）の点検修理を実施いたします。

（当日の点検代、修理代は無料ですが、部品を

交換したものについては部品代金のみいただき

ます。）

全員の方が点検を受けられ、安全な作業を行っ

ていただきます様お願いいたします。

記

◇日時平成11年 9月30日（木）
午前 9時～午後 3時

◇場所森林組合椎茸倉庫

尚、当日機械だけを送られる方は、部落、氏

名、機械の調子を明記しておいて下さい。

又、チェソソー、刈払機の特別セールを行っ

ていますので、ぜひ、お求め下さい。

山に軽四が入ったら便利だな！

林内作業車道の開設

申し込みについて

(1) 事業名•• •県単林内作業車道開設事業
(2) 事業対象•••受益面積 2 ha以上受益者 2

戸以上

(3)規格構造...幅員1.6m,...__,2. 4m道路の勾配

は25度以内

(4) 事業費••事業の難易及び幅員により決

定する。

11年度の場合m当り200円～1,

800円（排水施設は別）

(5)補助率...事業費の75%（伐開を除く）

(6) 申請方法..取りまとめは部落長に依頼済

み

(7) /切り •• •10月 15 日

（
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第
十
七
回
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
を
八
月

十
九
日
（
木
）
か
ら

二
十
二
日
（
日
）
ま

で
の
四
日
間
、
肱

川
中
学
生

ニ

・
三

年
生
の
参
加
希
望

者
二
十
四
名
を
対

象
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
は
、
英
語
に
親
し
み
英
会
話

を
学
習
し
て
も
ら
お
う
と
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
教

材
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
昔
話

「
ロ
ビ
ソ
・
フ
ッ
ド
」
を
教
材

に
英
会
話
の
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
指
導
は
ギ
ャ
ピ
ソ
・
バ
ソ

ト
ッ
ク
社
会
教
育
指
導
員
と
助

手
と
し
て
麗
澤
大
学
生
五
人
が

手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
サ
マ
ー

指導を受ける参加者たち

(
u
,
 媛

J

し

0
、
?

t
 、T

＼℃

゜編集•発行

肱川町公民館
B (0893) 34-2307 

ス
ク
ー
ル
と
い
っ
て
も
実
際
の

活
動
は
六
月
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
参
加
希
望
者
を
募
り
、

七
月
に
は
配
役
を
決
め
る
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
参
加
者

た
ち
は
夏
休
み
中
に
自
分
の
セ

リ
フ
を
覚
え
ま
し
た
。
教
材
の

「
ロ
ビ
ソ
・
フ
ッ
ド
」
は
バ
ソ

ト
ッ
ク
指
導
員
が
昔
話
を
も
と

に
書
き
お
ろ
し
た
も
の
で
す
。

参
加
者
た
ち
は
木
曜
日
か
ら
土

曜
日
の
午
前
中
で
動
き
を
覚
え
、

土
曜
日
の
午
後
か
ら
本
番
で
着

る
衣
装
を
着
て
練
習
を
行
い
ま

し
た
。
日
曜
日
は
午
前
中
最
後

の
総
練
習
を
行
い
、
成
果
発
表

で
あ
る
風
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

臨
み
ま
し
た
。
指
導
は
す
べ
て

英
語
で
行
わ
れ
、
助
手
の
人
が

日
本
語
に
訳
し
て
く
れ
る
も
の

の
、
子
ど
も
た
ち
も
慣
れ
て
く

る
と
指
導
員
が
話
し
て
い
る
内

容
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

風
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
の
成
果
発
表
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
中
学
校

全
生
徒
や
保
護
者
約
二
百
名
が

鑑
賞
し
ま
し
た
。

今
年
は
中
学
生

ニ
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
バ
ソ
ド
演
奏
、
内
子
町

の
国
際
交
流
員
と
し
て
就
任
し

た
ば
か
り
の
ド
イ
ツ
出
身
の
ア

ニ
タ
・
ト
イ
フ
ェ
ル
さ
ん
が
世

界
的
に
有
名
な
「
に
じ
い
ろ
の

さ
か
な
」
を
ド
イ
ツ
語
で
朗

読
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
の
方
が
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
演
奏
を

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

内
子
町
の
英
語
劇
グ
ル
ー

プ
「

S
E
E
D
S
」
（
シ
ー
ズ
）

の
メ
ソ
バ
ー
に
よ
る
英
語
劇

の
練
習
の
様
子
を
紹
介
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
今
回
は
最

後
に
中
学
生
に
よ
る
英
語
劇

「
ロ
ビ
ソ

・
フ
ッ
ド
」
の

公

演
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
に

つ
い
て
ふ
れ
ま
す
と
、
「
ロ

ビ
ソ
・
フ
ッ
ド
」
は
イ
ギ
リ

ス
十
二
{
+
三
世
紀
の
伝
説

上
の
義
賊
の
一
人
で
す
。
森

に
こ
も
り
、
悪
代
官
を
懲
ら

し
め
、
ど
ん
欲
な
僧
侶
の
金

を
奪
い
、
貧
し
い
人
た
ち
に
施

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
民
謡
・
物
語
に
う
た
わ
れ

て
い
る
英
雄
で
人
気
の
あ
る
物

語
で
す
。
ロ
ビ
ソ
フ
ッ
ド
は
弱

い
も
の
を
助
け
る
イ
ギ
リ
ス
人

の
気
質
を
表
し
て
お
り
、
こ
の

劇
を
通
し
て
イ
ギ
リ
ス
文
化
の

側
面
を
理
解
し
て
欲
し
い
と
バ

ソ
ト
ッ
ク
指
導
員
は
思
い
こ
の

ヽ`＇／んさ
劇
を
選
ん
だ
そ
う
で
す
。

レJ
 

ェ

日

本

で

い

う

と

さ

し

ず

め

フ
「
鼠
小
僧
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ

ト
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

．
 

夕二
つ
ら
く
て
も
い
い
夏
休
み
の
思

い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

ァ（
 

し
ょ
う
か
。

読朗を詩

「ロビンフット」の最後の場面
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｀
町
辛

認
逝
認
該
認
蹂
苔

核
図
玖
因
尻
席
浚

明かりの灯った校舎 二匹のおろち出現

岩
谷
分
館
で
は
、
八

月
十
四
日
（
土
）
、
岩
谷

小
学
校
の
上
の
校
庭
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
校
歌

に
も
歌
わ
れ
て
い
る
大

銀
杏
に

二
匹
の
龍
が
出

現
、
午
後
六
時
か
ら
神

事
が
あ
り
、
七
時
か
ら

鎮
縄
神
楽
が
行
わ
れ
ま

し
た
。舞

い
始
め
の
頃
は
ま

だ
明
る
か
っ
た
も
の
の
、

だ
ん
だ
ん
夕
闇
が
岩
谷

の
里
に
訪
れ
、
松
明
が

た
か
れ
、
幻
想
的
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
ま
す
。

こ
の
日
は
、
焼
き
肉
や

イ
カ
焼
き
、
か
き
氷
等

も
行
わ
れ
、
お
盆
で
帰

省
さ
れ
て
い
る
方
も
多

く
訪
れ
、
懐
か
し
そ
う

に
話
す
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
校
舎

に
も
明
か
り
が
と
も
り

ま
し
た
。
神
楽
が
終
わ

り
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、

岩
谷
の
里
に
人
々
の
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

焙
認
況
2

必
況
戎
潟
淡
況
翠
沢
遠
沢
函

”3招
沼
遂
渕
紹
渕
況
淡
況
腿

X
緑
や
g

涸
勁

沢
淡
疼
潔
淡
媒
淡
採
淡
蹂

芯
§
念
蝶
沢
緑
忽
屎
濱
芯
淡

バンド演奏も 踊りの輪が広がって しで踊り

（
 

正山分館）
 

（
 

大谷分館）
 

（
 

予子林分館）
 

、ー

予
子
林
分
館
で
は
、
八

月
十
四
日
（
土
）
午
後
七
時

か
ら
、
夏
祭
り
行
事
が
行

わ
れ
、
ダ
ー
ツ
や
ど
て
カ

ボ
チ
ャ
重
量
当
て
ク
イ
ズ
、

古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る

し
で
踊
り
や
盆
踊
り
を
行

い
ま
し
た
。

大
谷
分
館
で
は
八
月
十

四
日
（
土
）
午
後
七
時
か
ら

盆
踊
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

か
き
氷
や
金
魚
す
く
い
等

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

正
山
分
館
で
は
八
月
十

五
日
（
日
）
午
後
五
時
か
ら

正
山
風
の
会
と
合
同
で

「
正
山
風
の
祭
り
」
が
行

わ
れ
ネ
コ
車
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ソ
他
を
開
催
、
地
元
や

松
山
の
バ
ソ
ド
演
奏
が
あ

り
、
そ
の
後
「
風
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
」
の
点
灯

式
が
あ
り
ま
し
た
。

心

訓

一
、
世
の
中
で
一
番
楽
し

く
立
派
な
こ
と
は
一
生

涯
を
貫
く
仕
事
を
も
っ

こ
と
で
あ
る
。

一
、
世
の
中
で
一
番
み
じ

め
な
こ
と
は
人
間
と
し

て
教
養
の
な
い
こ
と
で

あ
る
。

一
、
世
の
中
で
一
番
さ
び
し
い

こ
と
は
仕
事
の
な
い
こ
と
で

あ
る
。

一
、
世
の
中
で

一
番
み
に
く
い

こ
と
は
他
人
の
生
活
を
う
ら

や
む
こ
と
で
あ
る
。

一
、
世
の
中
で
一
番
尊
い
こ
と

は
人
の
た
め
に
奉
仕
し
て
決

し
て
恩
に
着
せ
な
い
こ
と
で

あ
る
。

一
、
世
の
中
で
一
番
美
し
い
こ

と
は
す
べ
て
の
も
の
に
愛
情

を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。

一
、
世
の
中
で
一
番
悲
し
い
こ

と
は
嘘
を
つ
く
こ
と
で
あ
る
。

福
沢
諭
吉
が
書
い
た
も
の
と

さ
れ
て
い
た
こ
の
七
ヶ
条
の
心

訓
が
諭
吉
全
集
に
な
い
の
で
読

売
新
聞
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
二

セ
モ
ノ
と
判
明
学
校
側
も
そ
れ

を
み
と
め
た
と
、
あ
る
新
聞
に

出
て
い
た
。
し
か
し
読
む
人
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
心
に
ひ
び
く

も
の
が
あ
れ
ば
た
と
え
ニ
セ
モ

ノ
で
あ
っ
て
も
自
分
の
心
訓
と

し
て
人
生
の
指
針
と
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

lーーファインク三穏叫
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戎寮改邸戎邸戎寮紋宮攻院改院攻院戎院戎院戎邸

喜空司音む健fg育祓真
宮戎以紅泣和故察以＠以⇔以紅戎ば以紅以g戎寮

喜
多
郡
ス
ポ
・
レ
ク
大
会
が

九
月
五
日
（
日
）
肱
川
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

は
肱
川
に
は
会
場
に
適
し
た
と

こ
ろ
が
な
く
長
浜
、
内
子
、
五

十
崎
町
が
主
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
肱
川
で
も
施
設
整
備
が
進

み
主
催
と
な
り
ま
し
た
。
町
内

で
は
、
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
女
子
バ
レ
ー

II
部

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
十
月
三
日
（
日
）
に
保
内
町

で
開
催
さ
れ
る
八
幡
浜
管
内
大

会
の
予
選
も
か
ね
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ソ

ト
ソ
男
子
チ
ー
ム
が

優
勝
す
る
な
ど
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
ま
た
、
管
内
大
会
に

は
、
女
子
バ
レ
ー

I
部、

II
部

と
グ
ラ
ウ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
、
ク
ロ
ッ

ケ
ー
も
参
加
し
ま
す
。

公
民
館
で
練
習
し
て
い
る
空

手
（
糸
東
会
指
導
者
清
水
良
治

さ
ん
）
の
全
国
選
手
権
大
会
が

八
月
一
日
（
日
）
大
阪
府
舞
洲
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、
肱
川
の

道
場
か
ら
組
み
手
の
部
と
形
の

部
に
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
大
き
な
大
会
で
も

臆
す
る

こ
と
な
く
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

僅
差
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
い
い
夏

休
み
の
経
験
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

,........... .. ． ． ． ． ． 
• 

郡！
ス

痕

レ

ク

大

会

●
●
●
●
：
●
●
：
●
：
●
：
●
：
●
：
●
：
 

a 

． ． ............， 

公民館図書室利用の

お 知らせ

図奮室をご利用いただきありがとう

こざいます。

さて、図書室の利用時間ですが、

月曜日から金曜日まで

午前9時から午後6時まで

土曜日、日曜日と祝祭日

午前9時から午後5時までとなっております。

「読書の秋」の季節がやってきました。図書

室の本をご利用ください。

町指定有形文化財喜多川歌麿の

版木特別展示について

肱川町で発見された喜多）1|歌麿の版木の特別

展を次のとおり開催します。

◇日時

平成11年10月7日（木）～

平成12年 1月31日（月）

（休館日 毎週火曜日と12月29日～ 1月1日）

◇場所風の博物館

◇入場料 300円（一般）

◇内 容版木2枚と復刻した浮世絵ほか

内場 •

明
老
大
学

日
時
十
月
二
十
日
（
水
）

午
前
九
時
か
ら

肱
川
町
ハ
ム
民
館

習
字
ほ
か

容 所

•

町
民
運
動
会

日
時
十
月
十
日
（
祝
）

午
前
九
時
か
ら

（
雨
天
時
十
一

日
）

場

所

肱

中

運

動

場 井
口
さ
だ
お

妻
と
吾
の
長
き
黙
襦
終
戦
日

菅

野

麿

妻
の
墓
誰
手
向
し
や
女
郎
花

都

谷

征

也

向
日
葵
の
右
に
左
に
頭
あ
げ

岡

恭

三

お
位
牌
の
畳
に
並
べ
盆
用
意

板

倉

勉

一
斉
に
港
の
汽
笛
長
崎
忌

丸
見
え
み
こ

山
の
上
音
な
く
開
く
遠
花
火

井

内

愛

子

広
島
の
八
月
六
日
千
羽
鶴

山
本
さ
ゆ
み

涼
さ
や
川
風
の
吹
く
遊
歩
道

宮
本
み
つ
こ

敗
戦
忌
唐
黍
飯
の
昼
飴
し
て

俳
句
（
河
鹿
集
よ
り
）
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日

トレセン消掃報告
時平成11年 8月28日

8時～16時

場所

肱川町トレーニングセンター＆グランド

内 容くトレセン〉窓磨き、サンそうじ、倉庫•更
衣室整理、炊事場そうじ、 トイ

レ清掃、モップかけ、外壁清掃

くグランド〉草刈り、つたとり、ゴミ拾い

暑いなか、お疲れ様でした。

然周謎⑲

青年団だより

s
 
u
 
k
 

兵

頭

浩

次

八
月
二
十
八
日
に
高
砂
グ
ラ

ン
ド
周
辺
の
掃
除
を
青
年
団
で

行
い
ま
し
た
。
と
て
も
暑
い
中

で
の
掃
除
で
し
た
が
、
み
ん
な

一
生
懸
命
に
頑
張
っ
た
の
で
、

大
変
き
れ
い
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
気
持
ち
の
い
い
一
日

で
し
た
。

ツ
覇
コ
ー
ナ
ー
ツ

今
月
の
お
題

「夏
」

鹿
野
川
の
雨
に
も
負
け
ぬ

夏
祭
リ

（

（

肱

川

町

在

住

来
月
の
お
題
は
「
運
動
会
」
で
す
。

会
社
員
23
歳）

まじめに草刈り中

（
 

水しぶきが冷たい！ ！ 
ホッと一息．．．．．

清

水

早

苗

八
月
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た

二
十
八
日
に
例
年
の
ご
と
く
ト

レ
セ
ン
清
掃
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
午
前
八
時
、
開
始

で
し
た
が
や
は
り
と
て
も
暑
く
、

サ
ウ
ナ
と
は
い
か
な
い
ま
で
も

と
て
も
よ
い
汗
を
流
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

正
山
青
年
団
活
動
日
記

去
る
八
月
十
五
日
（
日
）
正
山

風
の
祭
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

正
山
青
年
団
は
出
店
（
ビ
ー

J
、
か
き
氷
、
フ
ラ
ン
ク
フ
）

ト
、

焼
鳥
、
ヨ
—
ヨ
ー
つ
り
な

ど
）
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ひ
と
き
わ
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
ね
こ
車
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
や
風
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
正
山
な
ら
で
は
の

楽
し
い
催
し
物
が
あ
り
、
多
く

の
人
が
祭
り
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

お

知

ら

せ

平
成
十
一
年
十
月
十
日
、
恒

例
の
町
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。例

年
ど
お
り
準
備
を
お
手
伝

い
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

ビール大繁盛…..

の
編
集
あ
と
ば
な
し

0

長
か
っ
た
（
？
）
夏
休
み
も
終

わ
り
、
社
会
人
の
方
も
学
生
の

方
も
い
よ
い
よ
新
学
期
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

A
S
u
k

A
愛
読
者
の
皆
様
又
そ
う
で
な

い
方
も
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
？

さ
て
私
事
で
す
が
、
社
会
人

一
年
生
の
私
に
と
っ
て
長
期
休

暇
無
し
の
夏
は
少
々
寂
し
い
気

も
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
甘
え
た

気
持
ち
に
ム
チ
打
っ
て
後
期
も

精
一
杯
社
会
人
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
次
回
の

A
S

U
K
A
に
こ
う
ご
期
待
を
11
[

な
ん
て
ね
。
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l o 月 のヵ
• m．駈濯囀’

レ ン
保健センター
B34 -2340 

グ l----』

]テ事予定表〕
種別 日（曜） 1，，了＿ 事 場 所 時 間

7 （木） 竹の子クッキソグ 肱川町公民館 9 : 30,..____,13,30 

成
8 （金） リハビリ教室 保健セ‘ノター 8 :00~ 

人 14（木） 在宅歯科保健教室 保健セソター 13:30,.....__,15:oo 

保 15（金） 結核レ‘ノトゲ ‘ノ検診 町内 5か所 9 :30,-.__,15:40 

健
25（月） 元気印教室 保健セソター 10:00~ 

26（火） リハビリ教室 保健セ‘ノター 13:00~ 

母 12（火） 幼児教室 g :30,.._.__,14:00 

i 18（月） ボリオ生ワクチソ投与 保健セ‘ノター 13:30"-.;14:oo 

21（木） 1.6歳• 3歳児健診 13:00,.._.__,14:oo 

精
l （金） デイケア 8: 3 0---..,17:00 

8 （金） そよ風の会 8 : 0 0~ 
神

15（金） 保健セソター 8 :30,..____,17:00 
保

22（金） デイケア 8 : 30,.._., 1 7 : 00 

健
29（金） 8 :30,,-.___,17:00 

大洲高校肱川分校 9 : 30,.._, 10 : 30 
そ

の
13（水 ） 献 血 11:00,...___,12:oo 

保健セ‘ノター

他
13:00------15:00 

29（金） 風しん予防接種 肱川中学校 13:00,...__,14:oo 

日（曜） 主 な 1，，了＿ 事

3 (日） 正山小・正山分館運動会

5 （火） 不用犬引取り

10 (日） 第39回町民運動会

15（金） 全国川サミットin肱川(~17日）

17 (日） ドラゴソボート大会

19（火） 不用犬引取り

20(水） 古紙収集

24 (日） 町職員採用試験

28（木） 宇和川地方祭

29（金） 税出張受入れ

10月の不燃物収集

10月15日（金）から

（出すのは14日中に）

収集地区 正山・岩谷・予子林地

区、八重栗、上森山、京造、見の

越、月野尾、大和（久下・上石丸

除く）、中野（上中野除く）、上・

下鹿野川

収集日

1 0月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

3 (日） 藤本 外科医院 24-2310 
（中町）

村上外科医院 24-2262 
10(日）

（片原町）

きどおか医院
（長浜）

52-3003 

11（月）
岡本耳鼻科 24-3752 
（本町）

17(日）
祖 母井医院 24-3756 
（ 中村）

般
24(日）

沢井耳鼻科
24-2510 

（中村）

31(日）
沢井小児科

24-7530 
（中村）

救 月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

行
政
相
談

日

時

10
月

5
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

心
配
ご
と
相
談

相

談

員

福

田

保

角

田

0

三

10
月

5
日
（
火
）

禾

後

藤

忠

寺

岡

初

恵

10
月

20
日
（
水
）

時
間
午
後
1
時
3
0
分

t
4時
30
分

場

所

公

民

館

青

年

室

社
会
保
険
＿
日
出
張
相
談
所

101011010 
月月月月相
218 1204 
日日日日

談
~,-----`、ヘ

木金水月日
ヽヽ

内大
子 洲 I場
町 商

工
商 ム

工 蘊 1所
会所

上

嵯

峨

谷

和

氣

久

衛

さ

ん

(95
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